
伊藤忠商事として初めてCSRレポートを発行するに当たり、当

社及び伊藤忠グループが一体となってCSRを推進していくため

に、本業でどのようにCSRを進めていくかを議論し、7つのディビ

ジョンカンパニー※が主体となって策定したCSR目標（CSRアク

ションプラン）を中心に、掲載しています。また、有識者の方をお

招きしたステークホルダーダイアログを開催し、当社が社会にお

いて果たすべき役割について議論するとともに、CSRアクション

プランについての評価やご意見をいただいています。

本レポートの作成に当たっては「環境報告書ガイドライン

（2003年度版）」（環境省）、及び「サステナビリティ・リポーティ

ング・ガイドライン2002」（Global Reporting Initiative）を参考

にしました。

2005年度（2005年4月1日～2006年3月31日）の実績です

が、活動や取り組み内容は一部直近のものも含みます。

伊藤忠商事株式会社（国内18店、海外135店）及び主要グ

ループ会社を含みます。

2006年7月（次回：2007年7月予定）

伊藤忠商事株式会社

CSR・コンプライアンス統括部　CSR推進室

TEL：03-3497-4064

FAX：03-3497-7769

E-mail：tokcr@itochu.co.jp
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トップコミットメント

※伊藤忠商事は繊維、機械、宇宙・情報・マルチメディア、金属・エネルギー、生活資

材・化学品、食料、金融・不動産・保険・物流の7つからなるディビジョンカンパニー

制を採用しています。本レポートで「カンパニー」と記載しているのはこれらのディビ

ジョンカンパニーを示すものです。




